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午前の巡検

77号 (1998)

…トンネル)

った。

柳公

rrトンネ

傘@伊 持〈

中心とする巡検会が具体化さ

Austrian Tunneling Method) による大

トンネル賭辺と、 TB出 (TunnelBoring Machine) に

4， m)の掘削が開始された富士山トンネノレ周辺で、 24名

O 午前 9時 40分までに清水市立庵原小学校前に集合した一行は、マ

ノv に向かっ

る し、 ること

し ら、 と

54.0 km、

梁部 112箇所 43.2km、 トンネノレ部 30 36.5 km)、地形 e るため、 トンネ

ル部分が 27.3%を占めている O

一トンネノレ(上り線1.123m、下り諒 1， m)では、 5mのTBM 870 

lTI 

られた

トンネノレ申高 18m、

一トンネルは、わ

けちれており、

R 3合m でUターンし、

(発破)によっ

している O こ

し、支保設置後にダ

2段階方式で拡大し、平成立年春には

2，243 mの高規格道路を完成させる予定である O 清水

における大断面トンネノレの設計や施工法を確立するための試験工事としても

の多い地質条件を克践して、いかに「安全かつ低コストJを

るかの大変さが窺われた。

TBMで掘削した先進導坑の拡大は、まず削岩機 (Drifter)で直径 4cm、深さ (1-2n1)のダイナ

マイト充填子しを開け、ダイナマイトを詰めて発破し、トラクターショベルでズリ(岩屑)を掬い上げ、

ダンプトラックで搬出後、コンクリート吹き付け機で急結剤入りコンクリートを均等に吹き付け、ロッ

クボルト用制孔機 (DrillJumbo)で開けた孔にロックボルト(長さ 6-4m)を埋め込み、日鏑製半円

形支保に固定する繰り返しで、上半先進掘削法を基本に提出されるとのことである O なお、岩盤状況

が良い部分では、ロックボルトを短いもので済ませたり、コンクリートの厚さを変える (30-12.5cm) 

* 
** 
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など、 と経済性の両立を図っている O

く明快な説明を伺った後、ヘルメット e ヨツ スクを装着し

現場に向かった。 190mのトンネル西日付近に

(やや硬質)が分布しており、いずれも和田

よると、東日近く

お、西日付近の地層は東傾斜であるのに東日開の地麗は高額

(泥岩部が脆いC

裂の多いD級軟岩)が分布している O

斜を示しており、トンネル内に

このて事現場をエネノレギーの流れで見るのも

@給水ポン

取り入れ、掘削現場(切羽)で

られる O

トランス@

@水@ を坑内に

〉え ンプトラック

だけが化石燃料を用いていたの

はあまり注意を払うこともなかった清水の盟山

を済ませ、ム事事初所札f突っ

きを覚えながら、ズリ

とった。この問、先進的なトン

ネ ビデオが放映され、 に役立つた。

午後の巡検 iトンネル)

52 

75号線を利用して和田

ら穏瀬川沿いに

り、興津JlI沿いに

11トンネノレ但沼に出て、

に向かっ 1<-0 

配布資料「清水地域の地質J(地質調査所 1990年の一部抜粋)によると、富士J11トンネル(上り線

4，520 m、下り線ι431m)西日は槍野(うつぎの)向斜軸のすぐ西側に当たり、第三紀鮮新世の浜石

に属する山内部層(繰岩ト桜野部溜(巨擦を含む擦岩)が分布しているが、トンネル

トのほぼ中央を入山衝上断層の破砕帯が南北に走り、この断層破砕帯の東には第四紀更新世

の岩淵火山噴出物(安山岩質火山角擦岩@溶岩)および、これを覆う鷺ノ田擦層が分布している。

配布資料「窟士JlIトンネル西工事J(日本道路公団富士川工事事務所ほか 1995年)の地質断面図に

は、入山衝上断層の付近には 4帯の破砕替も描かれている O このように富士川トンネルは地質構造の

複雑な長大トンネルであるだけに、清水第三トンネルに比べかなりの難工事が予想される O

このトンネルの西口は標高約 220mの急峻な山腹にあり、トンネル工事を進めるために

路 285m、道路トンネル 453m、作業坑 129mなどの建設が必要であった。現在掘削中の TBM坑

径 3.5m)は、本線トンネノレ予定ノレートを掘削するのではなく、本線トンネルの西口直下 76m (東日

では向レベル)を掘削しており、本線掘削に向けて地質と湧水状況を事前に把握するとともに、本線

トンネル工事で発生するズリをトラフ型延持ベルコンで西側へ搬出し、盛土用に利用する目的τ持つ

ている O

現地事務所でヘルメット@安全チョッキ@長靴で装備し、 3.5mのTBM坑に入った。坑内に

てッテリーカー軌道とズリ運搬用ベルコン(ベルト幅 762mm)が設置されており、最大ベル

ト貯蔵容量 450m、搬送能力 543t/h、補給ベルトをつなげば最大 2.000m までノンブースターでズリ
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国 l 浜石岳層群の地質図 S …ず鯨紅トンネJv

柴・駿河湾問研ク・ループ(1986.1988)に方自護修正 F…γ 護士JIIトンネ}v
摺治構造 ((IH1))の名称;①:槍野j匂宗主②:議場持拘斜，③:小河内(竣)背斜， @:穏瀬JII背斜，⑤:茂

焔向斜・⑤:杉山背斜，⑦:戸倉南斜 r清水地域の地質J(量豊富輯1990)tS...S" ， 

F...F 
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図2 浜石岳麗群の地質断面国

柴・駿問湾菌研グループ(1986)に加筆鋒正.断面繰の佼置及びjも例は第 1盟参照.
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トンネル切羽に向かう
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